
令和６年度協働のまちづくりチャレンジ事業
２次公開プレゼンテーション

団体名

企画タイトル
金沢こどもまんなかプロジェクト

団体名：NPO法人WEKプロジェクト



１．団体について

～沿革～
〇2013年４月 金沢市ＤＶ被害者サポーター養成講座を修了した有志で「かなざ
わＤＶサポート凪」を結成。
〇2017年４月ＮＰＯ法人ウィメンズ・エンパワーメント金沢プロジェクト（WEK
（ウェック）プロジェクト）に法人化。（法人化して８年目・会員５０名）

～設立の目的と活動内容～
女性と子どもを支援するために、繋がりを大切にし、居場所を提供している。
〇女性支援
・DV被害者向け『こころのケア講座』開催
・女性の生きづらさを語り合う場『ふぇみカフェ』
〇子ども支援
・DV虐待経験を持つ親子の居場所『ほっとサロン』
・子どもの居場所『ほっとルーム』
・支援が必要な家庭を訪問する『子ども見守り支援事業』
・面会交流支援

令和６年度協働のまちづくりチャレンジ事業２次公開プレゼンテーション

【団体の活動概要、PR等】

団体名：NPO法人WEKプロジェクト



２．企画の概要

令和６年度協働のまちづくりチャレンジ事業２次公開プレゼンテーション

団体名

企画タイトル：金沢こどもまんなかプロジェクト

団体名：NPO法人WEKプロジェクト

不登校
ひきこもり

発達障害

ヤングケアラー

貧困

ひとり親家庭虐待 D V

精神的な疾患

現状の地域の課題１：
問題を抱えている人が増加傾向で、かつ、複合的に発生している。
当事者の困りごとに合った支援団体や居場所・人（専門家）に繋ぎたい。



２．企画の概要

令和６年度協働のまちづくりチャレンジ事業２次公開プレゼンテーション

企画タイトル：金沢こどもまんなかプロジェクト

団体名：NPO法人WEKプロジェクト

不登校
ひきこもり
支援団体

発達障害
支援団体

ヤングケアラー
支援団体

貧困
支援団体

ひとり親家庭
支援団体

虐待被害者
支援団体

D V被害者
支援団体

精神的な疾患
支援団体

現状の地域の課題２：支援を必要としている人だけでなく、
支援団体同士も支援内容の詳細を知らない。

抱えている問題も価値観も多様化している中で、選択肢を増やすために、
既存の「金沢子ども応援ネットワーク」の団体だけでなく、
困りごとの内容の枠を広げ、小規模グループの団体にも協力を求める。



２．企画の概要

令和６年度協働のまちづくりチャレンジ事業２次公開プレゼンテーション

目的

団体名NPO法人WEKプロジェクト

①こどもまんなか
フェスタ
～地域でこどもの
笑顔を支えよう～
・ワークショップ
・支援者交流会
・トークイベント
実施月：11月

②こどもを支える
人たちの学習会
実施期間：
12月～2月実施
（全６回）

③こどもまんなか
フェスタ報告書作
成及び公共施設や
店舗での設置
作成期間：
８月～12月
設置：１月～

・支援が必要な人が適切な支援に繋がることができるように周知とサポート。
・支援団体同士が、協力関係を結ぶことができる場づくりの提供。
・支援に興味がある人に学びの場を提供し、育成し、支援者を増やす。

効果・支援団体が協力し合うことで、適切な支援を受けることができる。
・子どもの問題に理解ある人が増え、子どもの安心安全に繋がる。
・支える立場の人を増やすことで、支援の輪が広がり、地域で支え合い
意識が醸成される。



２．企画の概要

令和６年度協働のまちづくりチャレンジ事業２次公開プレゼンテーション

団体名：NPO法人WEKプロジェクト

①こどもまんなかフェスタ～地域で子どもの笑顔を支えよう～

日時会場 １１月２１日（土）10：00～16：00 会場：金沢市教育プラザ富樫

内容

①一般参加者向けワークショップや相談コーナー（５ブース）
②支援団体・企業・個人（30名20団体程度）が集うランチ交流会
内容）参加者・団体が得意としている支援内容等を含めた自己紹介、情報共有、課題の共有等
③支援団体と専門家によるトークイベント
テーマ『イマドキの子どもが抱える問題と今必要な支援』
参加者：一般参加者及び支援に興味がある人50名 ※当日参加できない人のために動画公開

目的

・支援団体や企業、支援活動をしたい個人がそれぞれの得意とすることや課題等の
情報共有することで、複雑なケースの相談があった場合に協力体制を取ることがで
きるようになるためのマッチングの場づくり。
※こども応援ネットワークとの違いは、団体や企業のみではなく、個人や小規模のグループ等
も気軽に参加できる場を作ることで、支援の輪を広げることを目的とする。
・当事者を支援に繋ぐための周知だけでなく、地域に子どもの課題や支援団体を周
知することで、複雑な問題を抱えた子どもへの理解を得たり、協力者を増やす。

効果
・支援能力を補完し合うことで、各々の支援の質が向上し、当事者が今本当に必要
な支援を受けることができるようになる。
・地域に支援の意識と輪が広がる。

①こどもまんなかフェスタ～地域でこどもの笑顔を支えよう～



２．企画の概要

令和６年度協働のまちづくりチャレンジ事業２次公開プレゼンテーション

②こどもを支える人たちの学習会

団体名：NPO法人WEKプロジェクト

実施日 12月～2月第2・4土曜日10：00～12：00（全６回）
会場 金沢市教育プラザ富樫

実施内容
ＤＶと虐待・ヤングケアラー・不登校やひきこもり、発達障害、ア
タッチメント等をテーマに基礎知識や支援団体交流会で出た子ども
支援の課題に対する対応方法等を学ぶ。

参加対象 支援に興味がある地域の人毎回30名程度
※研修動画を公開することで当日参加できない人にも学びの機会を提供

講師 支援団体交流会に参加した支援団体に依頼

目的
子どもへの支援を継続的に、より拡充していくために、地域の人が
可能な範囲で、誰でも支える立場になれるような学習の場を提供す
る。

効果
子どもの問題に理解ある人が増え、子どもの安心安全に繋がる。
地域での支え合い意識が醸成される。
支える立場の人を増やすことで、支援の輪が広がる。



２．企画の概要

令和６年度協働のまちづくりチャレンジ事業２次公開プレゼンテーション

③こどもまんなかフェスタ報告書作成及び公共施設等での設置

団体名：NPO法人WEKプロジェクト

作成期間 2024年8月～2025年12月 施設での設置開始2025年1月～

報告書内容

・支援団体交流会で各団体から出た課題や対応のまとめ
・支援団体の紹介
・子どもとの関わりで困った時のQ&A等
紙媒体（WEK版も検討）

設置場所 支援団体、企業、公共施設等

目的
・支援が必要な人、地域の人、支援する人等に情報を広く周知すること
で、適切に支援に繋げる。
・地域に理解ある人を増やし、支援への協力者を増やす。
・学習会で配布し、課題共有の資料として使用する。

効果
・支援が必要な人が今必要な支援に繋がることができる。
・課題や対応の共有により、子どもにとって安心できる地域づくりに繋
がる。



３．今後の展開・展望について

令和６年度協働のまちづくりチャレンジ事業２次公開プレゼンテーション

団体名NPO法人WEKプロジェクト

今後どのように活動の幅を広げていくのか
今年度プロジェクトを実施後、振り返りを行い、改善や工夫を重
ね、協働することが地域により浸透することを目指し、次年度の
開催に繋げる。

これまではWEK単独の取り組みが多かった中、
地域の人や団体・企業・行政が手をつなぎ、子
どもが抱える課題解決に向けて、協力し合うこ
とで、子どもも大人も笑顔になれる地域づくりを
目指すための新たな挑戦。

子ども

団体

企業

地域
の人

行政

今回の事業は団体にとってどのような位置づけか?



２．企画の概要

令和６年度協働のまちづくりチャレンジ事業２次公開プレゼンテーション

企画タイトル：金沢こどもまんなかプロジェクト

団体名：NPO法人WEKプロジェクト【スケジュール】

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

実行
委員会

●
実行委員会
協力依頼

●
顔合わせ

●
進捗状況
報告

●
進捗状況
報告

●
報告

こども
まんな
かフェ
スタ

●
参加団体
依頼

●
・協力団体
との打ち合
わせ

・当日の内
容確定

●
・チラシ配布
・申込受付
開始

●
・当日の段
取り打ち合
わせ
・準備
・実施

●トーク
イベント
動画公開

学習会

●
担当講師
決め

●
各回内容
確定

●
・チラシ配布
・申込受付
開始

●
学習会
実施

動画公開

●
学習会
実施

動画公開

●
学習会
実施

動画公開

報告書

●
企画会議

●
団体取材
編集

●
団体取材
編集

●
フェスタ
取材
編集

●
印刷

WEK版公開

●
配布
郵送
設置



４．事業収支予算

令和６年度協働のまちづくりチャレンジ事業２次公開プレゼンテーション

科 目 予 算 摘 要

委託料 300,000 金沢市

参加費 9,000 ランチ交流会参加者
軽食代500円×18人＝
9,000円

本会計 10,000

計 319,000

【収入】

団体名：NPO法人WEKプロジェクト

企画タイトル：金沢こどもまんなかプロジェクト



４．事業収支予算

令和６年度協働のまちづくりチャレンジ事業２次公開プレゼンテーション

科 目 予 算 摘 要
謝金 132,000 ◎11/21開催イベント

・ワークショップ講師謝金＠7000円×１H×２人＝14000円
・相談コーナー相談員謝金＠3000×２H×１名＝6000円
・トークイベント登壇者謝金10000円×２人＝20000円
・こどもカフェ運営謝金（準備時間込）＠2000円×３H×２人＝12000円
◎学習会 ※全６回実施（内１回WEK担当）
・講師謝金＠7000円×２H×５人＝70000円
◎当日ボランティアスタッフ（協力団体）謝金1日1000円（交通費含む）×10人＝10000円

消耗品費 48,750 ・11/21イベントワークショップ材料費15000円、こどもカフェ材料費15000円
・ランチ交流会配布資料・学習会配布資料印刷用紙100枚入り＠600円×７包＝4200円
・カラーインク４色６200円１箱
・チラシ郵送用封筒（100枚入り）850円
・クラフト材料、文具、茶菓子7500円

印刷製本費 9,150 募集チラシ印刷代 ＠6.08円×500枚＝3040円
報告書印刷代＠12.22×500枚＝6110円

委託料 80,000 交流会等報告書作成取材・デザイン料

通信運搬費 22,700 参加団体企業募集チラシ郵送料＠84円×50通＝4200円
報告書郵送レターパック代＠370円×50通＝18500円
※掲載団体及び設置協力団体に郵送

食糧費 26,400 ※ランチ交流会軽食代
・トークイベント登壇者、ワークショップ、協力団体分
＠880円（飲み物代込）×12人分＝10560円
・参加団体及び一般参加者 ※参加費500円負担
＠880円（飲み物代込）×18人分＝15840円

計 319,000

【支出】

団体名：NPO法人WEKプロジェクト



令和６年度協働のまちづくりチャレンジ事業２次公開プレゼンテーション

団体名：NPO法人WEKプロジェクト

誰もが笑顔になれる地域づくりを目指して
ご清聴ありがとうございました


